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１．事例の概要 

初産婦。妊娠３３週１日、妊産婦は、下腹部痛と性器出血を自覚し当該分

娩機関を受診した。超音波断層法で胎児徐脈、胎盤肥厚が認められ、医師は、

常位胎盤早期剥離の所見で、母児ともに危険な状態であると判断し、緊急帝

王切開が決定された。血液検査の所見は、血小板１８．４×１０４／μL、プ

ロトロンビン時間１１．０秒、ＡＰＴＴ２５．２秒、Ｄダイマー６３．８μ

ｇ／ｍＬ、フィブリノーゲン２７５ｍｇ／ｄＬであった。胎児心拍数陣痛図

上、胎児心拍数６０～７０拍／分の徐脈が認められた。入院から６５分後に

手術が開始され、その５分後に帝王切開で児が娩出された。胎盤は、大量の

凝血塊を伴い、ほぼ完全に剥離した状態であった。 

児の在胎週数は３３週１日で、出生時体重は２０００ｇ台であった。臍帯

動脈血ガス分析値は、ｐＨ６．６１、ＢＥ－２８．４ｍｍｏｌ／Ｌであった。

出生時、心肺停止状態で胸骨圧迫が開始され、気管挿管が行われた。アプガ

ースコアは、生後１分、５分ともに０点であった。アドレナリンが投与され、

生後１９分に心拍が再開した。ＮＩＣＵ入室後人工呼吸器管理となったが、

重度の新生児仮死であり、新生児遷延性肺高血圧症の可能性が考えられるた

め集中治療が必要と判断され、高次医療機関ＮＩＣＵへの搬送が決定された。 

高次医療機関ＮＩＣＵ入院後、血圧低下がみられ、血液検査の所見により
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播種性血管内凝固症候群（ＤＩＣ）が著明であると判断された。生後１日の

頭部超音波断層法では、両側基底核の高輝度に加え、両側視床にも境界明瞭

な高輝度領域がみられ、中心溝周囲の皮質にも輝度上昇が認められた。生後

５ヶ月の頭部ＭＲＩでは、「大脳半球はほとんど壊死、液状化しており、脳幹、

小脳も萎縮、軟化あり」との所見で、破壊性孔脳症と診断された。 

本事例は病院における事例であり、産科医２名、小児科医１名、麻酔科医

１名と、助産師３名、看護師５名が関わった。 

 

２．脳性麻痺発症の原因 

本事例における脳性麻痺発症の原因は、常位胎盤早期剥離による胎児低酸

素・酸血症であると考えられる。常位胎盤早期剥離の関連因子は妊娠経過中

には認められないが、入院後の所見より、妊娠高血圧症候群の発症が関与し

た可能性は否定できない。 

常位胎盤早期剥離の発症時期は、妊産婦に下腹部痛、性器出血の症状が出

現した頃あるいはその少し前頃と推察される。 

 

３．臨床経過に関する医学的評価 

臨床症状、超音波断層法および胎児心拍数陣痛図の所見から常位胎盤早期

剥離と診断し、帝王切開を決定したことは適確である。分娩監視装置を装着

したこと、静脈確保を行い、酢酸リンゲル液を投与したことは一般的である。

血液検査を実施し、母体のＤＩＣ評価のため血液凝固機能検査を行ったこと

は医学的妥当性がある。妊産婦が受診した時刻、および緊急帝王切開を決定

した時刻を診療録に記載していなかったことは一般的ではない。入院から手

術開始まで６５分を要したことは、人員の確保、妊産婦に対する輸液による

抗ショック治療および血液検査の実施、児の蘇生準備等を考慮すると一般的
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である。臍帯動脈血ガス分析を実施したことは一般的である。 

新生児蘇生、および高次医療機関ＮＩＣＵでの管理が必要と判断し搬送し

たことは一般的である。 

 

４．今後の産科医療向上のために検討すべき事項 

１）当該分娩機関における診療行為について検討すべき事項 

（１）診療録の記載について 

    本事例では、診療録に、妊産婦が受診した時刻、常位胎盤早期剥離と

診断し帝王切開を決定した時刻等について記載されていなかった。母体

および胎児が危険な状況に陥った際には、その診断、治療を決定した時

刻等を診療録に記載することが望まれる。また、妊産婦に対して行った

検査等についても、全て記録に残すことが望まれる。 

 （２）胎盤病理組織学検査について 

   胎盤病理組織学検査は、その原因の解明に寄与する可能性があるので、

分娩経過に異常を認めた場合や重症の新生児仮死が認められた場合には

実施することが望まれる。 

 

２）当該分娩機関における設備や診療体制について検討すべき事項 

事例検討について 

児が重度の新生児仮死で出生した場合や重篤な結果がもたらされた場合

は、その原因検索や今後の改善策等について院内で事例検討を行うことが望

まれる。 

 

３）わが国における産科医療について検討すべき事項 

（１）学会・職能団体に対して 
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常位胎盤早期剥離の予知・予防について 

常位胎盤早期剥離の発生機序の解明、予防方法、早期診断に関する研

究を推進することが望まれる。 

（２）国・地方自治体に対して 

特になし。 


